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兵庫県文化財保存活用大綱の策定 

 
１．発表概要 

兵庫県文化財保存活用大綱を策定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 
２．「兵庫県文化財保存活用大綱」の概要 
（背景）改正文化財保護法(H31.4.1 施行)で、地域の文化財の保存･活用を総合的かつ計画

的に行うよう、県が「文化財保存活用大綱」を定めることが制度化された。 

（概要）県が中心となって、国の支援を受けながら、地域の歴史文化遺産を将来に伝えて

いくため、指定、保存・修理、活用方法、これを推進するための体制づくりの指針

を定めた。各市町は、本大綱を踏まえた上でそれぞれの課題解決のための地域計画

を策定する。所有者は市町等の支援のもと、保存活用計画の作成とそれに基づく円

滑な運用を行う。地域総掛かりで文化財を守り、活用し、地域の資産として人々の

営みに活かす。 

（効果）本大綱は、本県における文化財の保存・活用の基本的な方向性を明確にし、各種

取組を進める上での共通基盤となる。  

これに基づいて、各市町で目指す将来ビジョンや事業等の実施計画「文化財保存

活用地域計画」を市町が独自に定めることとなっており、計画策定が順次進んでい

くことが期待される。 

また、これにより、継続性･一貫性のある文化財の保存･活用が一層促進され、様々

な関係者や地域住民の理解･協力を得て、地域社会総がかりによる、より充実した文

化財の保存・活用が図られることが期待される。 
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兵庫県文化財保存活用大綱の策定 

 

 

１ 策定の趣旨 

過疎化・少子高齢化等の社会状況の変化を背景に、各地の貴重な文化財の滅失・

散逸等の緊急の課題が生じている。 
このため、兵庫県における文化財の計画的な保存・活用の推進力の強化を図るこ

とを目的に、「第 3期ひょうご教育創造プラン」に基づく文化財分野の指針として 
文化財保存活用大綱を策定する。 
 
２ 策定に至る背景 

文化庁は、平成 30 年 6 月に「文化財保護法」を改正（平成 31年 4月 1日施行）
し、都道府県による「文化財保存活用大綱」策定、及び市町村による「文化財保存

活用地域計画」作成が制度化された。 
これまで価値付けが明確でなかった未指定を含めた文化財をまちづくりに活か

しながら、文化財継承の担い手を確保し、地域社会総がかりで取り組んでいくこと

のできる体制整備を図ることがもとめられている。 
 
３ 素案作成経緯 
（１）県内５ブロックで全 41 市町に意見聴取（地域創生局地域資源課、         
神戸大学地域連携センターと協働。7/25、8/7、8/23、9/2、9/9） 

（２）兵庫県文化財保存活用大綱策定協議会（県文化財保護審議会委員、文化財
保護団体、県関係課等）で意見聴取し素案作成（9/30、11/6、12/10） 

（３）文化庁、県内市町に意見照会。 
 
４ 県の取組の方向性 

（１）新たな保護制度を創設するなど、歴史文化遺産の確実な保護対策を実施する。 

（２）地域住民や利用者の立場にたった歴史文化遺産の活用を積極的に進める。 
（３）地域の担い手や専門技術者など、歴史文化遺産を未来に伝える人材を確保し、
地域社会総がかりによる文化財の次世代への継承に向けた取組を促進する。 

（４）歴史文化遺産を着実に未来へ伝えるための体制を整備し、関係機関との連携を
強化する。 

（５）歴史文化遺産の魅力発信を強化し、県民の歴史文化遺産に関する関心を高める。 
 

５ 今後のスケジュール 

3 月 文化庁、県内市町へ通知 

 

 

【参考】 
文化財保護法第百八十三条の二 
都道府県の教育委員会は、当該都道府県の区域における文化財の保存及び活用に

関する総合的な施策の大綱を定めることができる。 
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別 表 
１ 文化財の保存・活用の体制 

 
 
参 考 資 料 
１ 大綱策定までの経過 
２ 県の文化財保護の体系  
３ 指定・登録文化財の県内件数 
４ 兵庫県内における主な文化財調査一覧 
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